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ワット・ビスンNO29の修復（継続）
身延山大学柳本伊左雄
修理・復元方針等
ワット・ビスンNO29については今
年度修復予定に含まれていなかった
が、時間的余裕が生じたため仏像修
復テキストの新たなモデルとして、
ワット・ビスンNQ22と並行して修復
を行う事となった。
NQ29を選択した主な理由は、NQ29
と同様に欠損・欠落部分の修理・復
元を積極的に行う方針から、ラオス
仏像に多く見られる先端部分（手・
足・台座等）の修復モデルとして適
当と考えた事と、サイズが適当であ当と考えた事と、サイズが適当であW・ビスンNo.29W・ビスンNo.29
る為である。 修復前修復後
修理・復元部分については金箔古
色仕上げを施し、その他については現状のままとした。
頭頂部チョムケーの復元に関しては調査研究が進んでいない為、今回は
行わない。
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仕様
所在：ラオスルアンプラバンワット・ビスン本堂内
材料種類：木彫マイサック
形状：ハムサム
サイズ:H81.4cmW17.7cmD13.3cm
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修復状況
執⑦
破損箇所
①チョムケー欠落
②ラホツ（ケー）欠落
③右耳の欠損
④右肩から右腕・右手の欠損
⑤左手の欠落
⑥右裳裾欠損
⑦後頭部空洞孔
⑧後部右肩から右裳裾先端まで
欠損
⑨両足から台座欠損
①チョムケー欠落
チョムケーに関しては調査・研究を行なっていない為、現在修復の予定
なし。
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②ラホツ（ケー）欠落
次回カモクによる修復予定。
③右耳の欠損
人工木材を欠損箇所に充填し、ノミにて修理成形する。次回金箔を押し
古色に仕上る予定。
右耳修復前右耳人工木材成形
④右肩から右腕・右手の欠損
欠損部分を木材にて復元し、エポキシ系接着剤と同木工パテにて接合成
形する。次回金箔を押し古色に仕上げる予定。
復元箇所については、W・ビスンNQ22右腕を参考とした。
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第9回ラオス世界遺産仏像修復プロジェクト報告
修復前 接合1 接合2
⑤左手の欠落
欠損部分を木材にて復元し、エポキシ系接着剤にて接合成形する。
次回金箔を貼って古色に仕上げる予定。
復元箇所については、W・ビスンNO55左手を参考とした。
汐.莞
左手修復前 左手修復後
(即）
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⑥右裳裾欠損
欠損部分を木材にて復元し、エポキシ系接着剤と同木工パテにて接合成
形する。次回金箔を貼って古色に仕上げる予定。
復元箇所については、W・ビスンNO55右裳裾を参考とした。
⑦後頭部空洞孔
人工木材を空洞孔に充填する。次回
カモクで下地を成形しラホツを植え付
ける予定。
,f,｡■｡
⑧後部右肩から右裳裾先端まで欠損後頭部修復前後頭部修復後
欠損部分に木材を補填（エポキシ系接着剤と同木工パテにて接合）し、
修理成形する。次回金箔を貼って古色に仕上げる予定。
後部修復前 後部接合後部修復後
(8I)
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⑨両足から台座欠損
欠損部分を木材にて復元し、エポキシ系接着剤と同木工パテにて接合成
形する。次回金箔を貼って古色に仕上げる予定。
復元箇所については、W・ビスンNQ22足から台座を参考とした。
両足・台座修復前 両足・台座型紙 両足・台座接合
使用材料
種類 名称 備考
材木 マイサック 03年2月、丸太材にてルアンパパーン
地区（山林）より購入。
漆 ナムキャン 06年2月、ボートン氏ビエンチャンに
て購入。タイよりの輸入品と聞く。
漆増量材 キタオ 04年、ポートン氏ビエンチャンにて、
菩提樹の枯れ木より作成0
漆溶剤 ナマニャーン 04年、ボートン氏ビエンチャンにて購
入0
漆溶剤 灯油 08年2月、ルアンパパーン地区購入。
接着剤 エポキシ系樹脂 07年9月、日本より持ち込み。
パテ剤 エポキシ系人工木材 07年9月、日本より持ち込み。
金箔 タイ製・日本製併用 06年、ポートン氏タイより購入・06年、
日本より持ち込み。
(〃）
用語の定義等
修復
修理
復元
破損
接合
荒彫り
補填
金箔押し
古色
色合わせ
欠落
欠損
割損
小割れ
割れ
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破損したラオスの仏像を修理・復元し、本来の姿に戻す
作業の総称。
修復作業において、破損した状態からでも完成時の形が
予想できる作業。
修復作業において、破損した状態から完成時の形が予想
できない為、他の仏像を参考にする作業。
本来の姿を変えてしまった状態。
接着剤等で張り合わせる事。
修復作業の一工程（大割墨付け木取り荒彫りこ
なし小作り仕上げ色合わせ)。
接着剤で、大きな割れ、穴等に木材を入れる事。
漆・接着剤にて金箔を貼る作業（金箔を貼る場合、押す
と表現した)。
古く見せる彩色方法。
修理・復元箇所の色調をオリジナルに合わせる作業。
別材で作られて接合された部分が、外れて無くなってし
まった状態。
同一材料で作られた一部が無くなってしまった状態。
同一材料で作られた部分が大きく割れ－部が無くなって
しまった状態、あるいは別材で作られて接合された部分
が外れたが無くならずに残っている状態。
小さなひび割れ（カモク・木工パテで修理できる小形の
割れ)。
中程度の割れ（木工パテでも可能だが主に木材の小片を
使用して修理できる割れ)。
(認）
空洞孔
炭化痕
木ヤセ
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仏像等の内側が破損している状態（ラオスの仏像にしば
しば見られる破損で、素材である木材の中心部が空洞状
に破損している)。
火災等で表面あるいはかなり中心部まで炭状になった状
態。
木彫仏像の表面が風雨等により劣化した状態。
チョムケーー仏像頂頭部の飾り(ラオス語で、チョムは細長い頂、ケー
は髪の毛）
ケー
カモク
キタオ
頭部ラホツの事。
ラオス現地の漆とキタオ（菩提樹の灰）を混ぜた材料
＊第8回報告書参照
漆の増量剤（ラオス語でキタオは灰と言う意味だがここ
では菩提樹の灰を指す）
ナマニャーンー漆の溶剤、顔料のつなぎ剤（多くの用途があり燃料など
にも使用する）
マイッサクー仏像、造像用の木材（チーク材）
ハムニャ
コーホン
仏像の形態（両手を前に出した立像で、ラオスでは災難
を防ぐ形と言われている）
仏像の形態（両手を下に下げた立像で、ラオスでは雨乞
いの形と言われている）
(84）
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課題と問題点
当プロジェクトにおいては仏像修復を主に行ってきたが、修復を行う上
でラオスにおける仏像の歴史・造像方法・素材等の基礎研究を行う必要が
生じた。この事は近世ラオスにおいて近隣諸国との紛争、急激な社会変動
等により文化の継承が十分になされてこなかった為で、仏像関連において
も技術の継承者及び素材についての情報がほとんど無い状態だった。また
各寺院の仏像の総数・設置状況も解っておらず、初めにルアンプラバン地
域の全仏像を対象としたナンバリングとリストの作成を行った（明らかに
現代に制作された仏像は対象から外した)。並行してラオス仏像の造像法・
素材について調査研究も進めてきたが十分とは言えない。今後は仏像修復
の延長としてではなく、新たな研究機関等（現在ラオスの大学は1校のみ
で文化財関連の学科等は開設されていない）を立ち上げ、本格的な調査研
究を行う必要があると思う。
緊急を要する課題として仏像の設置状況の改善がある、ラオスの寺院は
構造上外気・風雨・紫外線などが直接入りやすく、動物・昆虫等も簡単に
入ってくる。また屋根や壁等の荒廃が進んだ寺院も多く仏像にとって保存
状況は悪い。仏像の保存を考える上で須弥壇上の仏像を除き（信仰上の問
題がある)、最低限陳列ケース等に入れる必要があると思う。さらに最近
では組織的な盗難が頻発している為、防犯用のカメラの設置、仏像にマイ
クロチップの隠蔽挿入等、セキュリティー面での対策を急ぐ必要がある。
その他課題として仏像の銘文の解読による時代判定がある。この件は全
く別分野の専門知識を必要とする為、専門家の参加が必要である。いずれ
にしても課題が山積している事情から、多くの人々の参加がまたれる。
ラオスにおける我々の活動には限界がある為、今後はラオス国内の人材
育成を行いラオス人自身の力による仏像修復が行われる事が望ましい。
(師）
